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表紙の写真
今
月
号
の
表
紙
は
、
養
殖
魚
に
給
餌
し
て
い
る
風
景
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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牡
蠣
種
は
、
牡
蠣
が
放
卵
す
る
夏
の
時
期
に
、
海

中
へ
ホ
タ
テ
の
貝
殻
を
つ
る
し
、
海
の
中
を
浮
遊
す

る
牡
蠣
の
幼
生
を
付
着
さ
せ
る
こ
と
で
採
取
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
種
付
け
場
は
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、

森
や
川
か
ら
供
給
さ
れ
る
栄
養
に
よ
り
プ
ラ
ン
ク
ト

ン
が
豊
富
な
場
所
に
限
ら
れ
、
宮
城
県
の
石
巻
地
区
、

松
島
地
区
は
国
内
有
数
の
牡
蠣
種
の
生
産
地
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

種
が
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
成
長
し
た
ら
潮
通
し

の
良
い
海
域
に
移
動
さ
せ
、
一
年
で
出
荷
可
能
な
大

き
さ
ま
で
成
長
し
た
後
、
生
食
用
と
加
熱
用
に
分
け

て
出
荷
を
行
い
ま
す
。（
宮
城
県
で
は
、
昨
年
度
種

付
け
し
た
牡
蠣
が
、
視
察
時
に
約
五
㎝
か
ら
六
㎝
の

大
き
さ
に
成
長
し
て
い
ま
し
た
。）

　

日
本
で
食
用
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
牡
蠣
は
真

牡
蠣
と
岩
牡
蠣
に
分
け
ら
れ
、
真
牡
蠣
に
つ
い
て
は
、

岩
牡
蠣
と
比
べ
る
と
小
ぶ
り
で
す
が
、
旨
味
が
凝
縮

さ
れ
ク
リ
ー
ミ
ー
な
味
わ
い
が
特
徴
で
す
。
岩
牡
蠣

に
つ
い
て
は
、
味
が
濃
く
少
し
苦
味
が
あ
り
ま
す
が
、

真
牡
蠣
に
比
べ
大
き
く
食
べ
応
え
が
あ
り
ま
す
。

　

石
巻
地
区
の
牡
蠣
種
に
つ
い
て
は
、
表
面
に
約
百

か
ら
百
五
十
粒
、
裏
面
に
約
二
十
粒
の
付
着
が
確
認

出
来
ま
し
た
。
一
般
的
に
は
牡
蠣
種
を
縦
に
吊
し
ま

す
が
、
当
地
区
で
は
横
に
倒
し
並
べ
る
方
法
に
よ
り
、

種
の
付
着
に
ば
ら
つ
き
が
な
く
全
体
的
に
付
着
し
ま

す
。
ま
た
、
水
温
と
潮
の
流
れ
の
状
況
で
全
体
的
に

種
付
け
が
一
週
間
程
遅
か
っ
た
と
の
事
で
し
た
が
、

令
和
二
年
牡
蠣
種
産
地
状
況
調
査

令
和
二
年
牡
蠣
種
産
地
状
況
調
査

販
売
部　
製
品
販
売
課

　

令
和
二
年
九
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
の
二
日
間
で
、
牡
蠣
種
産
地
状
況
及
び
漁
場
調
査
の
た
め

宮
城
県
を
訪
問
し
、
種
の
付
着
数
と
成
長
具
合
を
確
認
し
ま
し
た
。

石巻地区での牡蠣種の様子石巻地区での牡蠣種の様子
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さ
る
九
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
の
二
日
間
に
か
け

て
、
長
崎
県
漁
協
会
館
に
お
い
て
漁
協
一
般
職
員
研

修
会
を
開
催
し
、
県
下
漁
協
二
十
組
合
二
十
六
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
は
、
漁
協
運
営
の
基
礎
と
な
る
経
理
事

務
の
基
礎
知
識
を
再
確
認
し
漁
協
運
営
の
強
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
長
崎
県
漁
協
専
務
参
事
会
（
会

長
：
萩
原
利
男
氏
）
と
共
催
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

昨
年
は
漁
協
簿
記
（
初
級
）
に
つ
い
て
研
修
を
行

い
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
各
事
業
別
の
仕
訳
処
理
か

ら
、
決
算
処
理
、
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
の
分

析
方
法
に
つ
い
て
、
研
修
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

『
漁
協
一
般
職
員
研
修
会
』
を
開
催

総
務
指
導
部　
指
導
課

種
に
は
影
響
も
な
く
良
い
種
が
付
い
て
い
ま
し
た
。

　

松
島
地
区
に
つ
い
て
は
、
石
巻
地
区
に
比
べ
種
の

成
長
が
早
く
い
つ
で
も
出
荷
で
き
る
程
で
し
た
。
種

の
付
着
具
合
は
、
表
面
に
約
百
五
十
か
ら
二
百
粒
、

裏
面
に
百
か
ら
百
五
十
粒
付
着
し
て
い
た
事
が
確
認

出
来
ま
し
た
。

　

今
年
も
猛
暑
に
よ
り
海
水
温
が
上
昇
し
種
に
影
響

が
な
い
か
不
安
で
し
た
が
、
二
地
区
共
に
安
定
し
た

種
の
付
着
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
中
旬
か
ら
本
格
的
な
納
品
が
始
ま
り
ま
す

が
、
仕
入
先
の
担
当
者
と
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
な

が
ら
準
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

松島地区での牡蠣種の様子

生産者との協議の様子
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染
症
対
策
と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
を
呼
び
か
け
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
、
検
温
を
実
施
し
、
会
場
が
密
に
な

ら
な
い
よ
う
参
加
者
の
間
隔
を
保
ち
な
が
ら
行
い
ま

し
た
。
な
お
、
例
年
漁
協
職
員
同
士
の
親
睦
を
目
的

に
開
催
し
て
い
る
懇
親
会
は
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
自
分
の
担
当
以
外
の
仕
訳
方

法
や
勘
定
科
目
に
つ
い
て
知
れ
て
勉
強
に
な
っ
た
」

「
他
の
職
員
に
も
参
加
さ
せ
た
か
っ
た
」
や
「
今
後

の
事
務
経
理
に
活
か
せ
る
」
と
好
評
な
感
想
の
他
、

「
少
し
難
し
か
っ
た
」「
確
定
申
告
に
つ
い
て
の
内
容

が
知
り
た
か
っ
た
」「
漁
協
の
職
員
同
士
が
集
ま
る

機
会
は
な
い
の
で
、懇
親
会
は
開
い
て
ほ
し
か
っ
た
」

等
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　　

参
加
者
は
笑
顔
を
交
え
な
が
ら
も
熱
心
に
受
講
し

て
お
り
、
二
日
間
と
も
有
意
義
な
研
修
と
な
り
、
盛

会
裏
の
う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

●
壱
岐
地
区
漁
協
一
般
職
員
研
修
会

　

さ
る
九
月
二
十
五
日
、
壱
岐
市
郷
ノ
浦
町
に
あ
る

「
壱
岐
の
島
ホ
ー
ル
」
に
て
漁
協
職
員
と
し
て
の
自

覚
を
促
し
、
漁
協
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
一
般
職
員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
が
壱
岐

地
区
漁
協
専
務
参
事
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
で
は
県
漁
連
職
員
が
講
師
を
務
め
、「
漁

協
簿
記
の
実
務
と
決
算
書
に
つ
い
て
」
講
演
し
、
事

業
部
門
毎
の
日
常
的
な
経
理
処
理
か
ら
決
算
整
理
仕

訳
、
Ｂ
／
Ｓ
、
Ｐ
／
Ｌ
の
見
方
に
つ
い
て
ポ
イ
ン
ト

を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
解
説
し
ま
し
た
。

　

職
員
の
世
代
交
代
が
加
速
化
す
る
な
か
、
様
々
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
と
も
会
員
の
声

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
今
後
の
研
修
内
容
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一般職員研修会（長崎県漁協会館）の風景

研修会（壱岐の島ホール）の風景
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Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
世
界
中
で
認
知
さ
れ
て
い
る

食
品
安
全
衛
生
管
理
の
手
法
の
こ
と
で
す
。

　

本
会
加
工
場
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
認
定
を
取
得
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ
審
査
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
既
存
商
品
（
冷
凍
魚
切

身
（
養
殖
魚
、
毒
魚
を
除
く
）、
冷
凍
い
か
）
の
更

新
審
査
に
あ
わ
せ
、
新
た
に
量
販
店
や
ス
ー
パ
ー
向

け
の
「
養
殖
ぶ
り
、
ひ
ら
ま
さ
フ
ィ
レ
・
ロ
イ
ン
」

を
追
加
品
目
と
し
て
認
証
を
受
け
る
べ
く
、
品
目
追

加
審
査
も
あ
わ
せ
て
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
と
し
て
は
、
更
新
品
目
、
追
加
品
目
そ

れ
ぞ
れ
審
査
を
通
過
し
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
の
継
続

及
び
品
目
追
加
に
お
け
る
認
証
を
受
け
ま
し
た
。
追

加
分
認
定
品
目
、
審
査
結
果
の
詳
細
等
に
つ
い
て
は

次
の
通
り
で
す
。

○
こ
れ
ま
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
受
け
て
い
た
品
目

　

�

冷
凍
魚
切
身
（
養
殖
魚
、
毒
魚
を
除
く
）、
冷
凍

い
か

○
今
回
追
加
品
目
と
し
て
認
証
を
受
け
た
品
目

　

冷　

凍
：�

①
天
然
・
養
殖
ぶ
り
、
天
然
・
養
殖
ひ

ら
ま
さ
（
フ
ィ
レ
・
ロ
イ
ン
）

　

チ
ル
ド
：�

①
養
殖
ぶ
り
、
養
殖
ひ
ら
ま
さ
（
フ
ィ

レ
・
ロ
イ
ン
）

　

今
回
、
追
加
品
目
の
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
を
取
得
で

き
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
養
殖
ぶ
り
・
ひ
ら
ま
さ

フ
ィ
レ
に
つ
い
て
も
、「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
工
場
で

製
造
し
た
製
品
」
と
謳
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
加
熱
用
商
材
の
み
と

さ
れ
て
い
た
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
証
が
、
生
食
用
と
し
て

対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
水
産
加
工
場
と
し
て
の

レ
ベ
ル
が
あ
が
っ
た
こ
と
で
、
販
売
相
手
先
に
向
け

て
も
大
き
な
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、
販
路
開

拓
に
努
め
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
更
新
及
び
品
目
追
加
審
査

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
更
新
及
び
品
目
追
加
審
査

福
岡
事
業
部　
営
業
課　
長
崎
漁
港
加
工
セ
ン
タ
ー

　

さ
る
六
月
三
十
日
、
本
会
加
工
セ
ン
タ
ー
に
て
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
（
更
新
・
品
目
追
加
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

加工センターでブリを捌いている様子
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長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

長
崎
女
子
短
期
大
学
と
の
レ
シ
ピ
集
作
成

イ
サ
キ
の
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
焼
き

材料 分量（２人分）
イサキ 1/2 ～ 1 尾分（80g)

Ａ    塩 2 つまみ

　　 酒 小さじ１

かぼちゃ 1/6 個（120g)

トマト 1/2 個（120g)

玉ねぎ 1/2 個（40g)

　　マヨネーズ 大さじ 3

Ｂ　牛乳 大さじ 2

　　塩 1 つまみ

　　こしょう 少々

パセリ 適量

○作り方○
①�イサキは３枚におろして骨と

皮を除き、一口大に切る。Ａ
と合わせ10分程度置いた後、
水気をふき取る。

②�かぼちゃは一口大に切り、レ
ンジに２分ほどかける。トマ
トはざく切り、玉ねぎは薄切
りにする。

③�Ｂを混ぜ合わせてソースを作る。
④�耐熱容器に①・②を入れて

ソースをかけ、200℃のオー
ブンで10分程度焼く。

⑤�取り出し、みじん切りしたパ
セリを散らす。

⑥完成 !!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�マヨネーズを嫌いな人が少なく、みん

な食べれるからです。
Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�旬のイサキとトマトを合せたことです。
Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�マヨネーズの量によって、味の濃さが

変わり、試作よりも美味しくできあ
　　がりました！

坂本さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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ア
ジ
と
小
松
菜
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

材料 分量（２人分）
アジ 2 尾

Ａ　辛子（マスタード） 大さじ 1

　　塩 1 つまみ

薄力粉 大さじ 3

小松菜 200g（1 袋）

塩 2 つまみ

油 小さじ 2

食パン（６枚切り） 4 枚

Ｂ　マヨネーズ 大さじ 2

　　いりごま 小さじ 1

○作り方○
①�アジは３枚におろして骨を除く
（大きければ半分に切る）。小松菜
は２cm程度の長さに切る。

②�アジに塩をふり、辛子を塗り、小
麦粉を薄くまぶす。

③�フライパンに半量の油を引き、小
松菜と塩を加え炒めて取り出す。
同じフライパンに残りの油を入れ、
②を焼く。

④�Ｂを混ぜ合わせ、各食パンの片面
に塗る。

⑤�マヨネーズを塗った面で③をはさ
み、ラップ等でくるんでしばらく
置き、食べやすい大きさに切る。

⑥完成 !!

Ｑ：このレシピを選んだ理由は？
Ａ：�和と洋が合わさっておしゃれだと思っ

たからです。
Ｑ：一番のこだわりはなんですか？
Ａ：�あじの臭みを辛子で消したこと。
Ｑ：実際作ってみて、食べてみての感想
Ａ：�最初は合うか不安でしたが、食べると

おいしいと思いました！

廣瀬さん

私
が
作
り
ま
し
た
!!
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本
事
業
は
、
浜
の
活
力
再
生
広
域
浜
プ
ラ
ン
（
以

降　

広
域
浜
プ
ラ
ン
）
に
お
い
て
中
核
的
漁
業
者
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
漁
業
者
（
五
十
五
歳
以
上
は

後
継
者
が
必
要
）
に
対
し
、
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
定
め

ら
れ
た
競
争
力
強
化
の
取
組
を
実
践
す
る
た
め
に
必

要
な
漁
船
の
導
入
を
支
援
す
る
も
の
で
、
一
隻
当
た

り
の
助
成
額
上
限
は
二
億
五
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
あ
く
ま
で
漁
船
の
更
新
を
目
的
と
し
て
お
り
、

増
隻
と
な
る
場
合
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
）

　

導
入
対
象
の
漁
船
は
、
中
古
船
が
基
本
と
な
り
、

改
修
費
用
等
も
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
漁
業
者
の
希

望
す
る
中
古
船
が
見
つ
か
ら
な
い
等
の
場
合
、
新
船

を
建
造
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
実
施
者
は
、
広
域
浜
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
各

種
取
組
み
に
よ
り
、
個
人
経
営
の
場
合
は
、
五
年
以

内
に
漁
業
所
得
の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
向
上
、
ま
た
、

法
人
経
営
の
場
合
は
償
却
前
利
益
の
十
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
向
上
を
目
標
と
し
て
、
当
該
目
標
の
達
成
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　

こ
の
他
、
実
施
要
件
と
し
て
事
業
実
施
者
は
漁
船

保
険（
付
保
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
）、
漁
業
共
済（
積
立

プ
ラ
ス
）、
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
団

体
信
用
厚
生
共
済
へ
の
加
入
等
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
度
補
正
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事

水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
進
捗
状
況

水
産
業
競
争
力
強
化
漁
船
導
入
緊
急
支
援
事
業

（
漁
船
リ
ー
ス
事
業
）
進
捗
状
況

一
般
社
団
法
人　
長
崎
県
漁
船
リ
ー
ス
協
会漁船リース事業で導入した漁船

漁船リース事業で導入した漁船
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（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
は
、漁
船
の
海
難
事
故
（
転
覆
・
衝
突
等
）
や
海
中
転
落
等
の
事
故
に
よ
り
、

親
を
亡
く
さ
れ
た
遺
児
の
経
済
的
・
精
神
的
援
助
を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
幼
児
か
ら
小
中
高
生
・
大
学
生
に

学
資
の
給
与
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
教
育
費
の
高
騰
に
よ
り
資
金
的
に
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ

ん
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

八
月
に
は
次
の
方
よ
り
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
紙
上
に
お
名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
】　

　
　

▼
長
崎
大
学
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会

（
公
財
）
漁
船
海
難
遺
児
育
英
会

業
は
、
今
年
で
五
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
本
県
に
お

い
て
は
二
十
七
年
度
補
正
で
二
十
三
隻
、
二
十
八
年

度
補
正
で
三
十
四
隻
、
二
十
九
年
度
補
正
で
三
十
六

隻
、
三
十
年
度
補
正
で
二
十
四
隻
の
合
計
百
十
七
隻

の
交
付
決
定
を
受
け
て
お
り
、
現
在
八
十
二
隻
が
完

成
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
補
正
分
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
等
に
よ
る
影
響
が
懸

念
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
遅
延
等
も
発
生
せ
ず
、

現
在
承
認
に
向
け
て
、
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
本
協
会
と
し
ま
し
て
も
、
長
崎
県
及
び
県

漁
連
、
県
信
漁
連
を
は
じ
め
と
し
た
系
統
六
団
体
と

連
携
し
、本
事
業
の
活
用
し
た
漁
船
の
導
入
（
更
新
）

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
収
益
性
の
高
い
操
業
体
制
へ

の
転
換
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

漁船リース事業で導入した漁船

長崎大学鴻洋祭実行委員会
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「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
で
地
産
地
消
を
！

長
崎
県
水
産
加
工
流
通
課

　

長
崎
県
で
は
、
い
つ
で
も
県
産
魚
を
食
べ
ら
れ
る
お
店
を
「
長
崎
県
の
魚
愛
用
店
」
と
し
て
現

在
約
二
百
店
舗
認
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
数
店
舗
ず
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い
！
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本　　　店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
西九州支店　〒852-8003　長崎市旭町3番15号　 　　　　　　　☎（095）861-3261
北九州支店　〒750-0067　山口県下関市大和町1丁目11番3号　　☎（083）267-9111
南九州支店　〒889-3204　宮崎県日南市南郷町中村乙4847番地　☎（0987）64-1108

グラビア印刷・ラベル・農水産用包装資材・発泡スチロール・包装機械

包装資材メーカー
本　部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 1100
営業部／長崎市田中町593-1　　T E L(095)837 - 8205
メールアドレス／eigyoubu@marumoto-pack.co.jp
工　場／福岡

URL https://seibunsha.jp

（有）正文 社 印 刷 所
〒850-0874　長崎市魚の町６番６号

TEL（095）826-0211　FAX（095）825-0538







お問い合わせは、長崎県漁連 購買課まで　TEL  095-829-2418～2420

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
！

わ
ず
ら
わ
し
さ
と
窮
屈
さ
か
ら
解
放
！

ベ
ス
ト
感
覚
で
着
れ
る

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

常
時
着
用
型
救
命
胴
衣（
自
動
膨
張
式
）

反射リフレクター
エアー吹入補充バブル
ホイッスル
炭酸ガスボンベ
手動レバー



漁協は、ＪＦグループへ。

ＪＦブランド商品

漁船用エンジンのための最高級オイル。
〈エンジンオイル〉
　大漁スーパー
　大漁ロイヤル
　大漁ＬＬ
〈油圧作動オイル〉
　大漁ハイドロスーパー
〈冷凍機オイル〉
　大漁ベストクール

海には、ＪＦマークの商品を。
　

問い合わせ先　　　ＪＦ全漁連　購買事業部　石油第２課　　TEL　03-3294-9632
ＪＦ長崎漁連　購 買 課 TEL　095-829-2419

ＪＦグループ



発
行
／
長
崎
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
　
長
崎
市
五
島
町
二
番
二
十
七
号
　
電
話
（
八
二
九
）
二
四
一
三
　
〒
八
五
〇–

〇
〇
三
六

年
間
購
読
料
二
、〇
〇
〇
円
　
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む


